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市民の宝 輝く瞳
村上市こども議会

　８月11日、市制施行10周年記念事業の一つと
して「村上市こども議会」が市役所内の議場で開
催されました。市内小・中学校と村上高校・村上
桜ヶ丘高校のあわせて30校から代表１人ずつが

「こども議員」となり、村上市の将来に対する質
問や意見を堂々と述べました。（２～４ページで
特集しています。）
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交
通
事
故
を
防
ぐ
対
策
は
。

 

高
齢
者
の
免
許
更
新
時
講
習
の
際
に

呼
び
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

小
・
中
学
生
が
、
図
書
館
や
総
合
体

育
館
に
行
く
た
め
の
無
料
バ
ス
の
運
行
は
。

 

広
い
村
上
市
で
移
動
手
段
の
確
保
は

課
題
。
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

 

山
北
地
区
に
は
お
年
寄
り
が
多
い
で

す
が
、
近
く
に
ス
ー
パ
ー
な
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
買
物
の
送
り
迎
え
な
ど
対
策
は
。

 

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
買
い
物
ツ
ア

答髙た
か

橋は
し

　
咲さ

く
ら蘭 

議
員（
三
面
小
）

問問答菅す
が

原は
ら

　
優ゆ

う

星せ
い 

議
員（
さ
ん
ぽ
く
北
小
）

問問答

特
集　

こ
ど
も
議
会
を
開
催

　

緊
張
し
た
面
持
ち
で
登
壇
し
た
30
人
の
こ
ど
も
議
員
が
、
自
分
の
住
む
地
域
の
課
題
へ
の
市
の
対
応
や
、

自
身
が
考
え
る
対
策
や
ア
イ
デ
ア
の
提
案
な
ど
、
市
長
や
教
育
長
に
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

ー
を
モ
デ
ル
的
に
行
う
ほ
か
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

 

閉
校
す
る
平
林
中
学
校
を
有
効
活
用

し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
せ
ん
か
。

 

キ
ノ
コ
大
作
戦
や
自
家
栽
培
の
カ
フ

ェ
な
ど
の
提
案
を
参
考
に
検
討
し
ま
す
。

 

街
灯
が
少
な
く
遮
光
カ
ー
テ
ン
も
増

え
外
が
暗
い
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
の
予
定
は
。

 

老
朽
化
し
た
街
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、

通
学
路
を
中
心
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

山
北
地
区
の
良
さ
を
生
か
し
、
働
き

や
す
く
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
対
策
は
。

 

郷
土
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
就
学

等
で
離
れ
て
も
戻
っ
て
き
た
い
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

遠と
お

山や
ま

　
愛ま

な

実み 

議
員（
平
林
中
）

問問答富と

樫が
し

　
俊し

ゅ
ん
す
け介 

議
員（
村
上
東
中
）

問問答佐さ

藤と
う

　
龍り

ゅ
う
じ士 

議
員（
さ
ん
ぽ
く
南
小
）

問問答

 

市
が
最
も
力
を
注
ぐ
政
策
や
、
解
決

の
た
め
優
先
し
取
り
組
む
問
題
は
。

 

最
重
要
課
題
は
人
口
減
少
対
策
。
に

ぎ
わ
い
、
若
者
が
住
み
や
す
い
環
境
な
ど

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

待
機
児
童
解
消
の
対
策
は
。

 

３
歳
未
満
34
人
が
待
機
の
状
況
。
各

施
設
が
連
携
し
、
保
護
者
が
安
心
し
て
仕

事
・
育
児
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

 

宣
伝
カ
ー
や
出
張
獅
子
、
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト
を
作
っ
て
獅
子
踊
り
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

 

市
伝
統
芸
能
祭
を
開
催
す
る
な
ど
、

広
く
全
国
に
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

大
人
向
け
の
交
通
安
全
教
室
な
ど
、

菅す
が

原わ
ら

　
理り

人ひ
と 

議
員（
村
上
桜
ヶ
丘
高
）

問問答松ま
つ

本も
と

　
奈な

な々 

議
員（
瀬
波
小
）

問問答遠と
お

山や
ま

　
漣れ

ん 

議
員（
金
屋
小
）

問問答遠と
お

山や
ま

　
春は

る

翔か 

議
員（
平
林
小
）

問問

開会式では
村上市選挙管理委員長から
「選任書」を授与

特
集 

　

こ
ど
も
議
会
を
開
催

（ ）2むらかみ市議会だより



特
集　

こ
ど
も
議
会
を
開
催

 
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
や

少
人
数
集
落
等
の
生
活
・
医
療
対
策
は
。

 

除
雪
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
市

の
支
援
や
ご
近
所
の
見
守
り
、
地
域
の
支

え
合
い
な
ど
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

不
審
者
対
策
と
し
て
、
特
に
下
校
時

の
見
守
り
の
方
の
増
員
な
ど
防
犯
対
策
は
。

 

保
護
者
、
地
域
団
体
や
地
域
の
皆
さ

ん
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

保
育
士
不
足
の
改
善
に
向
け
た
対
策

は
。 中な

か

山や
ま

　
一は

じ
め 

議
員（
朝
日
み
ど
り
小
）

問問答東ひ
が
し
や
ま山

　
萠も

花か 

議
員（
村
上
小
）

問問答本ほ
ん

間ま

　
絢あ

や

音ね 

議
員（
神
納
小
）

問問

 

技
能
や
経
験
の
あ
る
方
へ
の
賃
金
の

加
算
な
ど
、
待
遇
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

村
上
市
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電

と
取
り
組
み
状
況
は
。

 

３
つ
の
水
力
発
電
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。

太
陽
光
発
電
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー

ブ
の
設
置
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

 

空
手
な
ど
武
道
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

に
な
る
よ
う
に
、
武
道
場
の
建
設
計
画
は
。

 
計
画
書
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
将
来

の
武
道
振
興
を
見
据
え
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

作
り
手
の
意
見
を
く
み
取
っ
て
、
村

上
の
工
芸
品
を
世
界
に
発
信
す
る
人
材
は
。

 

専
属
職
員
は
い
ま
せ
ん
が
、
国
内
だ

け
で
な
く
世
界
に
向
け
、
県
な
ど
大
き
な

枠
組
み
で
の
Ｐ
Ｒ
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

 

村
上
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
対
策
は
。

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
自
分
の
口
で
直
接
伝
え
る

答太お
お

田た

　
元げ

ん 

議
員（
猿
沢
小
）

問問答坂さ
か

野の

　
伊い

吹ぶ
き 

議
員（
岩
船
中
）

問問答熊く
ま

倉く
ら

　
ミ
ハ
イ 

議
員（
村
上
高
）

問問答時と
き

田た

　
莉り

子こ 

議
員（
保
内
小
）

問問答

な
ど
、
自
分
の
で
き
る
方
法
が
大
き
な
影

響
力
を
持
ち
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

 

機
械
化
や
Ａ
Ｉ
技
術
が
ど
ん
ど
ん
と

進
歩
し
、
将
来
の
働
く
場
の
確
保
は
。

 

暮
ら
し
を
便
利
に
快
適
に
し
て
く
れ

る
も
の
で
も
あ
り
、
う
ま
く
共
存
し
な
が

ら
、
人
が
働
き
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

上
海
府
小
学
校
は
統
合
さ
れ
ま
す
。

楽
し
く
安
全
な
学
校
生
活
へ
の
対
応
は
。

 

児
童
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
安
心
し

て
過
ご
せ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

 

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
未
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

 

高
齢
者
の
社
会
参
画
と
年
代
を
超
え

た
つ
な
が
り
が
重
要
。
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

 

市
民
と
野
生
生
物
が
ど
ち
ら
も
安
全

に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
対
策
や
工
夫
は
。

 

適
切
な
住
み
分
け
、
良
好
な
生
息
地

田た

島し
ま

　
彩さ

江え 

議
員（
砂
山
小
）

問問答瀬せ

賀が

　
向こ

う

輝き 

議
員（
上
海
府
小
）

問問答田た

巻ま
き

　
真ま

菜な 

議
員（
山
辺
里
小
）

問問答須す

貝が
い

　
蓮れ

ん

太た 

議
員（
荒
川
中
）

問問答

保
全
や
被
害
防
止
な
ど
対
策
を
進
め
ま
す
。

 

山
北
地
区
は
少
子
高
齢
化
や
限
界
集

落
が
深
刻
な
問
題
。
人
口
減
少
対
策
は
。

 

産
業
や
子
育
て
な
ど
多
方
面
へ
の
支

援
や
、
地
域
と
協
力
し
取
り
組
み
ま
す
。

 

市
内
の
ど
こ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が

遊
べ
る
、
身
近
で
安
全
な
公
園
が
ほ
し
い
。

 

当
面
は
新
し
い
公
園
を
作
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
修
理
し
て
い
き
ま
す
。

菅す
が

原は
ら

　
諒り

ょ
う
た大 

議
員（
山
北
中
）

問問答島し
ま

田だ

　
咲さ

季き 

議
員（
小
川
小
）

問問答

演壇でこども議員が順番に質問。
議長は高校生と中学生が交代で務めました

挙手をして議長の許可を得て質問します

平成30年11月15日発行　第53号
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特
集　

こ
ど
も
議
会
を
開
催

 

お
城
山
の
整
備
や
瀬
波
温
泉
の
活
用
、

観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
観
光
促
進
の
対
策
は
。

 

対
策
を
研
究
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

市
民
や
観
光
客
の
た
め
、
バ
ス
や
電

車
の
本
数
を
増
や
す
対
策
は
。

 

利
用
者
が
少
な
い
路
線
バ
ス
支
援
や

電
車
運
行
維
持
の
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鈴す
ず

木き

　
し
ん
か 

議
員（
神
納
東
小
）

問問答東し
ょ
う
じ

海
林
　
さ
く
ら 

議
員（
岩
船
小
）

問問答
 

神
林
地
区
の
ど
こ
で
も
、
お
医
者
さ

ん
が
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

 

在
宅
医
療
支
援
や
関
係
機
関
の
連
携

な
ど
地
域
医
療
体
制
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
り
組
み
は
。

 

地
域
の
魅
力
発
見
か
ら
地
域
お
こ
し

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
多
く
の
協
力

者
が
生
ま
れ
、
効
果
も
出
始
め
て
い
ま
す
。

本ほ
ん

間ま

　
月る

渚な 

議
員（
西
神
納
小
）

問問答鈴す
ず

木き

　
颯そ

う

汰た 

議
員（
朝
日
中
）

問問答

「ふるさと村上のまちづくりをともに考える決議」採決の瞬間。
起立全員により可決され、こども議会を閉会しました

 

ご
み
を
平
然
と
捨
て
る
人
の
意
識
改

革
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
取
り
組
み
は
。

 

環
境
保
全
の
意
識
啓
発
や
、
環
境
美

化
活
動
へ
ご
み
袋
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

 

市
内
の
道
路
は
狭
く
危
険
。
道
路
を

広
げ
、
安
全
安
心
な
道
路
に
す
る
対
策
は
。

 

魅
力
的
な
町
並
み
を
残
し
、
道
路
は

広
げ
ず
、
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 五い

か
ら
し

十
嵐
　
彩あ

心み 

議
員（
神
納
中
）

問問答室む
ろ

橋は
し

　
優ゆ

う

大だ
い 

議
員（
村
上
南
小
）

問問答

　人口減少や少子高齢化により地域社会が急速に変化す
る中、このたびのこども議会の開催は、自分の住む地域
をよく知り、よく考える機会となったのではないでしょ
うか。また、市議会の持つ役割についても少なからず理
解していただけたかと思います。
　こども議員だけでなく、村上市の将来を担う子どもた
ちには、市民の一人として地域の現状や今後について大
いに関心を持っていただくことを望みます。
　各学校を代表してこども議員を務められた皆さん、大
変ごくろうさまでした。

こども議会を終えてこども議会を終えて
�� 村上市議会議長　三田　敏秋村上市議会議長　三田　敏秋

 

就
職
や
進
学
で
村
上
市
を
離
れ
た
人

が
戻
っ
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

 

働
く
場
所
の
確
保
、
子
育
て
支
援
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

 

避
難
訓
練
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
配
布

な
ど
あ
り
ま
す
が
、
市
の
防
災
対
策
は
。

 

国
県
と
連
携
し
情
報
収
集
と
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
消

防
団
や
地
域
と
の
連
携
が
重
要
で
す
。

中な
か

山や
ま

　
夏な

帆ほ 

議
員（
塩
野
町
小
）

問問答平ひ
ら

間ま

　
沙さ

哉や 

議
員（
村
上
第
一
中
）

問問答

　このたび、私たちは市制施行10周年を記念した「村
上市こども議会」に参加し、改めて自分たちが住んで
いる地域や村上市全体のことを考える機会を得ました。
　質問は30人それぞれが決めた内容で、少子高齢化、
学校統合、防犯、交通安全、観光など広い範囲に及び
ました。どれも、私たちの生活に関係していることば
かりで、答弁をお聞きして、市役所の仕事が市民の生
活に密着していることがとてもよくわかりました。
　また、実際に質問をしてみて、市議会議員の皆さま
の大事な役割も理解できました。
　村上市は海、山、川など自然が豊かで、水や空気が
おいしく、そして歴史と伝統のある素晴らしい私たち
のふるさとです。私たちの大好きな誇れる村上市が、
これからもますます素晴らしいまちとして発展するよ
うに、村上市議会議員の皆さまと村上市役所の皆さま
のより一層のご活躍をお願いします。私たちも今回の
貴重な経験を生かし、まちづくりをひとごととせず、
村上市民の一人として、また、自分たちのことである
と認識し、これからも議員の皆さまや市役所の皆さま
とともに考え、ふるさと村上を一緒につくるために取
り組んでいきたいと思います。

ふるさと村上のまちづくりを
� ともに考える決議

平成30年11月15日発行　第53号

（ ）4むらかみ市議会だより



一　

般　

質　

問 

⑴

1 6ペ
ー
ジ小林重平議員

１．村上市の農業戦略について 
２．�県立高校再編に伴う本市の対応に

ついて

2 6ペ
ー
ジ山田　勉議員

１．�離岸堤整備にかかる抜本的対策に
ついて

２．旧香藝の郷美術館の活用について
３．市施設の維持管理について

3 7ペ
ー
ジ小杉武仁議員

１．胃がん予防に対する取組について
２．子育てと介護の両立について
３．�民生委員・児童委員の処遇改善に

ついて

4 7ペ
ー
ジ竹内喜代嗣議員

１．洪水浸水対策について
２．�厚生連村上総合病院移転予定地の土

壌汚染調査について
３．村上市職員の賃金と採用について

7 9ペ
ー
ジ本間善和議員

１．�小・中学校の環境整備の現状につ
いて

２．�笹川流れ夕日会館の市管理運営に
ついて　

３．市職員の職場環境について

8 9ペ
ー
ジ稲葉久美子議員

１．猛暑対策について
２．�国民健康保険税と介護保険料につ

いて
３．旧香藝の郷美術館取得について

9 10ページ小杉和也議員
１．英語教育について
２．�若い世代の生きがいづくりについ

て
３．公共施設の有効利用について

10 10ページ木村貞雄議員
１．�駅西開発に伴う道路等諸問題につ

いて
２．農業問題について
３．各支所の要望等について

5 8ペ
ー
ジ鈴木好彦議員

１．小・中学校の猛暑対策について
２．�国道７号東側の歩道改修計画の進

捗について
３．�旧香藝の郷美術館の利用計画につ

いて
４．�統合により廃校となる校舎の施設

利用計画と備品の取扱について
５．�神林地区赤坂川の危険性の認識に

ついて

11 11ページ河村幸雄議員
１．�安全・安心な教育環境の整備につ

いて
２．通学路の点検と安全対策について
３．登下校時の配慮について
４．�地域の子どもを地域の皆で育てる

（郷育）取組について

6 8ペ
ー
ジ本間清人議員

１．�道の駅「笹川流れ夕日会館」につ
いて

２．旧香藝の郷美術館について
３．洋上風力発電事業について
４．市営蒲萄スキー場について

12 11ページ長谷川孝議員
１．�廃校となった小・中学校の活用状況

について
２．�山北徳洲会病院の送迎バスの活用策

について
３．�多目的人口芝グラウンドの整備につ

いて

一般質問とは？
　一般質問は、議員が市長や教
育長など市当局に対し、広く市
政についての報告、説明を求め
るものです。
　定例会ごとに行われ、質問順
は抽選で決定しています。

　９月５日・６日・７日の３日間の日程で行われた一般
質問に12人の議員が登壇しました。
　質問および答弁の要旨を質問順で掲載します。
　一般質問の原稿は、質問者が作成したものを掲載して
います。

市政を問う市政を問う!!!! 12人が
一般質問

※ 紙面の都合で質疑内容の一部を掲載しています。詳しくは、中央図書
館に備え付けの会議録や市ホームページから本会議の録画中継をご覧
ください。
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一　

般　

質　

問　
⑵

小林　重平 議員

山田　勉 議員

離岸堤設置の状況（桑川）

強い農業へ取り組みを

 

離
岸
堤
整
備
に
係
る
抜
本

的
対
策
に
つ
い
て
、
市
民
の
生

命
を
守
り
、
安
全
安
心
で
き
る

生
活
の
た
め
、
ま
ず
は
離
岸
堤

の
整
備
等
抜
本
的
な
対
策
の
早

急
な
実
施
が
望
ま
れ
て
い
る
。

国
県
に
対
し
て
強
く
要
請
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
市
長
の
お
考

え
を
伺
う
。

 

現
在
、
県
で
は
寒
川
海
岸

と
柏
尾
海
岸
に
お
い
て
離
岸
堤

の
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
直

接
国
県
に
出
向
い
て
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

旧
香
藝
の
郷
美
術
館
の
活

用
に
つ
い
て
、
計
画
策
定
の
進

捗
状
況
、
地
元
か
ら
出
て
い
る

利
活
用
の
要
望
内
容
は
。ま
た
、

住
民
監
査
請
求
が
出
さ
れ
棄
却

さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
外
部
監

査
制
度
を
設
け
る
考
え
は
。

 

瀬
波
温
泉
地
域
活
性
化
施

設
利
活
用
に
か
か
る
調
査
業
務

問問答問問答

売
る
米
づ
く
り
へ
戦
略
は

売
る
米
づ
く
り
へ
戦
略
は

 
戸
別
所
得
補
償
、
減
反
政
策
「
生
産

調
整
」
も
本
年
で
終
わ
っ
た
。
国
は
25
年

12
月
に
決
定
し
た
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
本
年
度
よ

り
国
が
策
定
す
る
需
要
に
応
じ
た
生
産
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

本
市
で
は
生
産
数
量
目
標
を
達
成
で
き
た

が
、
未
達
成
の
自
治
体
も
あ
る
。
過
剰
生

産
に
な
る
と
稲
作
農
家
は
壊
滅
的
な
打
撃

を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
産
地
間

競
争
が
厳
し
く
な
る
中
、
本
市
の
農
業
戦

略
を
伺
う
。

 

昨
年
度
、
村
上
市
農
業
再
生
協
議
会

で
岩
船
産
米
の
基
本
戦
略
を
掲
げ
、「
売

問問答

れ
る
米
づ
く
り
か
ら
売
る
米
づ
く
り
」
の

転
換
を
行
い
、
生
産
数
量
目
安
が
提
示
さ

れ
た
。
本
年
６
月
27
日
に
第
１
回
の
米
政

策
に
関
す
る
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、
30
年

産
主
食
用
米
の
需
給
契
約
に
基
づ
い
て
い

る
か
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
需
要
に
応
じ
た

作
付
に
な
っ
て
い
る
と
確
認
さ
れ
た
。
31

年
産
米
以
降
も
需
要
に
応
じ
た
米
づ
く
り

を
基
本
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

少
子
化
に
よ
る
県
立
高
校
の
再
編
に

つ
い
て
、
本
市
の
対
応
を
伺
う
。

 

本
年
７
月
に
県
教
育
委
員
会
が
策
定

し
た
31
〜
33
年
度
県
立
高
校
等
再
編
整
備

計
画
で
は
、
学
校
数
の
増
減
は
な
い
が
、

学
級
数
で
は
33
年
度
ま
で
に
阿
賀
北
で
は

３
校
が
そ
れ
ぞ
れ
１
学
級
減
と
見
込
ま
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
小
・
中
学
校
に
対
し

て
、高
校
等
再
編
の
整
備
計
画
を
把
握
し
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
が
夢
の
実
現
に
向
け

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
進
路
指
導

に
努
め
て
い
く
。

問問答

委
託
と
し
て
、
８
月
30
日
に
業
者
が
決
定

し
た
。
１
月
か
ら
３
月
に
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
行
う
流
れ
で
調
整
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
外
部
監
査
制
度
の
必
要

性
を
感
じ
る
こ
と
か
ら
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

 

市
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
今

後
、
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
な
ど
の
維
持
管

理
費
捻
出
の
た
め
、
市
税
な
ど
歳
入
増
収

の
対
策
を
伺
う
。

 

起
債
を
利
用
で
き
る
も
の
は
利
用
し

て
財
源
を
確
保
す
る
が
、
そ
の
施
設
の
使

用
料
等
の
特
定
財
源
と
一
般
財
源
で
あ
る

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
を
充
て
て
い
る
。

市
税
の
徴
収
率
向
上
と
、
地
域
経
済
の
振

興
に
よ
り
資
産
や
所
得
を
増
や
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問問答

離岸堤、抜本的対策を離岸堤、抜本的対策を
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般　

質　

問 

⑶

定期点検中の三面ダム

人口減少を抑える施策を人口減少を抑える施策を

 

28
年
第
４
回
定
例
会
の
一

般
質
問
に
て
、
予
防
医
療
の
観

点
か
ら
胃
が
ん
ハ
イ
リ
ス
ク

（
ピ
ロ
リ
菌
）
検
査
を
市
の
検

診
に
導
入
す
る
よ
う
提
案
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

き
た
の
か
。

 

検
査
の
重
要
性
や
医
療
機

関
の
紹
介
を
市
報
と
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
活
用
し
て
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
胃
内
視
鏡
検
診
実

施
に
向
け
た
検
討
会
で
も
専
門

医
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
議
論

を
深
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
胃
の
病
気
に
関
す
る

講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
ピ

ロ
リ
菌
を
含
め
た
胃
が
ん
予
防

に
対
す
る
取
り
組
み
を
段
階
的

に
進
め
て
い
る
。

　

現
在
の
状
況
と
し
て
は
本
市

に
お
け
る
胃
が
ん
死
亡
率
の
減

少
が
見
ら
れ
ず
、
現
行
の
胃
が

ん
検
診
率
も
停
滞
し
て
い
る
の

問問答

で
、
胃
が
ん
発
生
リ
ス
ク
の
軽
減
と
死
亡

率
の
減
少
を
目
的
に
地
元
医
師
会
や
専
門

医
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
検
診

時
の
胃
が
ん
ハ
イ
リ
ス
ク
検
診
の
実
施
に

向
け
た
調
整
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

中
学
生
を
対
象
と
し
て
、
学
校
の
定

期
健
診
で
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査
を
実
施
す

る
考
え
は
な
い
か
。

 

長
岡
市
と
糸
魚
川
市
で
中
学
生
の
検

査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
本
市
で
は
実
施

状
況
の
確
認
や
、
検
診
機
関
に
対
す
る
調

査
を
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
学
校
で

の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
事
例
が
な
い
状
況
で

あ
る
。
ま
た
、
生
徒
が
検
査
に
不
安
を
感

じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
は
、

が
ん
教
育
の
実
施
率
を
高
め
、
が
ん
の
知

識
習
得
と
理
解
を
得
な
が
ら
、
ピ
ロ
リ
菌

抗
体
検
査
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

問問答

 

三
面
川
水
系
三
面
川
洪
水
浸
水
想
定

区
域
図
（
想
定
最
大
規
模
）
が
公
表
さ
れ

た
。
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
住
民
周
知
が

必
要
で
は
な
い
か
。

 

本
年
度
末
ま
で
に
は
新
た
な
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
が
完
成
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

説
明
会
を
行
う
。 

 

駅
西
に
移
転
予
定
の
厚
生
連
村
上
総

合
病
院
は
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
最
大

規
模
の
洪
水
で
も
機
能
す
る
の
か
。

 

厚
生
連
で
は
、
関
係
機
関
と
連
携
の

上
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
と
聞
い
て
い

る
。

 

合
併
前
に
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
で
差

問問答問問答問問

が
あ
っ
た
市
職
員
の
賃
金
に
つ
い
て
、
現

在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

市
職
員
給
与
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

村
が
独
自
の
給
与
規
定
で
支
給
し
て
き
た

正
し
い
給
与
で
あ
り
、
合
併
後
は
新
市
の

給
与
規
定
に
よ
り
適
正
に
支
給
さ
れ
て
い

る
。
19
年
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が
旧
市

町
村
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、

合
併
を
理
由
に
改
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
合
併
協
議
会
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

 

市
職
員
の
障
害
者
雇
用
の
現
状
は
。

 

30
年
４
月
１
日
現
在
で
、
市
長
部
局

で
は
12
人
を
雇
用
し 

雇
用
率
が
３
・
06

％
で
法
定
雇
用
率
の
２
・
５
％
を
上
回
っ

て
お
り
、
教
育
委
員
会
部
局
で
は
２
人
を

雇
用
し
、
雇
用
率
が
２
・
44
％
で
こ
ち
ら

も
法
定
雇
用
率
の
２
・
４
％
を
上
回
っ
て

い
る
。
な
お
、
障
が
い
者
の
安
定
雇
用
の

た
め
障
が
い
者
に
限
定
し
た
採
用
試
験
を

実
施
し
て
お
り
、
受
験
申
し
込
み
の
際
に

は
障
が
い
者
手
帳
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

答問問答

病
院
は
洪
水
で
も
大
丈
夫
か

病
院
は
洪
水
で
も
大
丈
夫
か

小杉　武仁 議員

竹内喜代嗣 議員

国民の２人に１人が “がん” を発症
（村上・岩船地域の医療を考えるフォーラムにて）
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問 

⑷

 

９
月
か
ら
市
の
直
営
で

「
笹
川
流
れ
夕
日
会
館
」
を
営

業
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
今

後
の
計
画
、
ま
た
直
営
の
従
業

員
体
制
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

 

笹
川
流
れ
夕
日
会
館
に
つ

い
て
は
、
本
年
７
月
17
日
に
訴

訟
上
の
和
解
が
成
立
し
た
こ
と

に
よ
り
、
８
月
31
日
を
も
っ
て

建
物
が
明
け
渡
さ
れ
、
９
月
１

日
か
ら
は
引
き
継
ぎ
の
関
係
で

一
部
の
コ
ー
ナ
ー
を
休
止
し
な

が
ら
で
は
あ
る
が
、
現
在
、
直

営
に
よ
り
営
業
し
て
い
る
。
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
利
用

さ
れ
る
方
に
ご
不
便
を
お
か
け

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
現
在

提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
し

っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
こ
と
を
基

本
に
営
業
を
進
め
る
中
で
、
現

行
サ
ー
ビ
ス
の
「
改
善
す
べ
き

点
が
な
い
か
」、
あ
る
い
は
「
拡

問問答

歩
道
設
置
へ
事
業
化
決
定

歩
道
設
置
へ
事
業
化
決
定

 
国
道
７
号
東
側
の
歩
道
改
修
の
進
捗

に
つ
い
て
伺
う
。

 

国
で
は
、
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
い

る
猿
沢
・
檜
原
間
で
通
学
児
童
等
歩
行
者

の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
目
的
に
、
本
年

度
に
国
道
７
号
檜
原
地
区
交
通
安
全
対
策

を
新
規
事
業
と
し
て
事
業
化
し
て
い
る
。

事
業
区
間
は
、
道
の
駅
「
朝
日
」
か
ら
エ

コ
パ
ー
ク
村
上
ま
で
の
延
長
２
㎞
で
あ

り
、
本
年
度
は
調
査
設
計
を
行
う
予
定
。

 

小
・
中
学
校
の
教
室
環
境
を
ど
う
捉

え
、
猛
暑
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

 

今
年
の
夏
は
、
連
日
熱
中
症
に
対
す

る
警
戒
が
出
さ
れ
る
異
常
気
象
と
な
り
、

問問答問問答

各
校
に
さ
ら
な
る
熱
中
症
予
防
対
策
を
指

示
し
た
。
具
体
的
に
は
、
全
児
童
生
徒
に

各
自
水
筒
を
持
た
せ
、
登
下
校
時
や
部
活

動
時
で
の
水
分
補
給
を
可
能
と
し
、
ま
た
、

エ
ア
コ
ン
の
あ
る
特
別
教
室
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
組
ん
で
の
授
業
実
施
や
、
中
学

校
の
部
活
動
で
は
、
高
温
が
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
顧
問
は
も
ち
ろ
ん
生
徒
に
も
注

意
を
喚
起
し
て
の
時
間
短
縮
や
練
習
メ
ニ

ュ
ー
の
変
更
、
30
分
ご
と
の
給
水
タ
イ
ム
、

麦
茶
や
塩
飴
を
用
意
す
る
な
ど
の
対
策
を

と
っ
て
い
る
。
中
に
は
、
１
時
間
ご
と
の

気
温
測
定
や
35
℃
に
な
っ
た
ら
活
動
を
中

止
す
る
学
校
も
あ
る
。

　

今
後
も
異
常
高
温
が
予
想
さ
れ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
健
康
観
察
を
こ
ま
め
に
行

い
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
体
調
を
把
握
し

な
が
ら
、
熱
中
症
予
防
と
適
切
な
環
境
が

整
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

な
お
、
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

充
で
き
る
内
容
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

等
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
の
検
証
を
重
ね
な

が
ら
、
観
光
で
訪
れ
る
方
や
地
域
の
皆
さ

ま
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

 

村
上
市
と
鶴
岡
市
の
観
光
協
会
で
構

成
さ
れ
る
瀬
波
・
あ
つ
み
温
泉
・
笹
川
流

れ
観
光
開
発
協
議
会
作
成
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
中
か
ら
「
道
の
駅
笹
川
流
れ
」

が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
笹
川
流
れ
夕
日
会
館
の
食
堂

と
物
産
施
設
を
紹
介
し
て
い
る
記
事
が
あ

り
、
市
で
許
可
し
な
い
状
態
で
営
業
し
て

い
る
施
設
の
紹
介
は
い
か
が
な
も
の
か
と

の
当
時
の
判
断
か
ら
削
除
し
た
」
と
の
こ

と
だ
が
、
削
除
を
指
示
し
た
の
は
誰
か
。

 

観
光
課
長
で
あ
り
、
責
任
を
痛
感
し

て
い
る
。

問問答

鈴木　好彦 議員

本間　清人 議員

国道７号檜原地区交通安全対策の新規事業として
事業化が決まった歩道予定地

笹川流れ夕日会館の今後は笹川流れ夕日会館の今後は

観光パンフレットから「道の駅笹川流れ夕日会館」が
削除された（写真左上）
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市
民
に
優
し
い
福
祉
の
充
実
を

市
民
に
優
し
い
福
祉
の
充
実
を

 

猛
暑
対
策
に
つ
い
て
、
保
育
園
の
エ

ア
コ
ン
設
置
の
実
情
は
。

 

３
歳
未
満
児
の
保
育
室
お
よ
び
医
務

室
が
併
設
さ
れ
て
い
る
事
務
室
に
は
設
置

し
て
い
る
。
３
、
４
、
５
歳
児
の
保
育
室

は
第
一
、
第
二
保
育
園
、
山
居
町
保
育
園

の
３
園
、
遊
戯
室
は
向
ヶ
丘
保
育
園
、
み

の
り
保
育
園
の
２
園
が
未
設
置
で
あ
る
。

 

高
齢
者
世
帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
。

 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、「
高

齢
者
向
け
住
宅
整
備
助
成
事
業
」が
あ
る
。

 

30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
調
定

問問答問問答問問

 

市
内
の
小
・
中
学
校
の
普

通
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
率
と

県
内
で
の
状
況
は
。

 

本
年
４
月
で
２
・
６
％
、

県
平
均
が
昨
年
４
月
で
12
・
９

％
で
あ
り
、
県
平
均
よ
り
下
回

っ
て
い
る
。

 

現
在
の
社
会
で
は
エ
ア
コ

ン
の
あ
る
部
屋
で
授
業
を
受
け

る
こ
と
は
、
集
中
力
・
熱
中
症

対
策
を
考
慮
す
る
と
当
然
と
思

わ
れ
る
。
早
急
に
年
次
計
画
を

策
定
し
設
置
を
進
め
る
べ
き
で

な
い
か
。

 

学
校
施
設
整
備
計
画
を
作

成
予
定
で
あ
り
、
今
後
エ
ア
コ

ン
設
置
は
、
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

 

県
内
の
20
市
の
中
で
、
本

市
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
率
は
、

普
通
教
室
と
特
別
教
室
を
合
せ

る
と
最
下
位
の
20
番
目
で
あ
り
、

先
般
開
催
さ
れ
た
「
地
域
教
育

問問答問問答問問

額
は
い
く
ら
か
。

 

１
世
帯
当
た
り
12
万
２
７
２
１
円

（
前
年
度
よ
り
１
万
１
２
７
４
円
減
）、
１

人
当
た
り
７
万
８
２
６
４
円
（
前
年
度
よ

り
５
８
９
８
円
減
）
と
な
っ
て
い
る
。

 

所
得
に
占
め
る
国
保
税
の
負
担
割
合

が
高
い
が
、
国
庫
負
担
割
合
を
増
や
す
よ

う
に
国
に
求
め
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
子

ど
も
の
均
等
割
の
減
免
を
行
う
考
え
は
。

 

国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
、
全
国
市
長
会
に
お
い
て
も
重
点
提

言
の
一
つ
に
掲
げ
、
国
に
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
の
均
等
割
の
減
免
に
つ
い

て
は
、
県
を
中
心
に
減
免
基
準
の
標
準
化

に
向
け
た
検
討
を
し
て
い
る
。

 

介
護
保
険
料
の
国
庫
負
担
割
合
の
引

き
上
げ
を
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

 

新
潟
県
市
長
会
で
例
年
「
介
護
保
険

制
度
の
持
続
的
か
つ
安
定
的
な
運
営
の
た

め
、
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
」
な
ど

を
要
望
し
て
い
る
。

答問問答問問答

エアコン設置率が県内最下位エアコン設置率が県内最下位

懇
談
会
」
で
も
エ
ア
コ
ン
の
設
置
要
望
が

強
く
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
、
あ
る
学
校
で

は
３
階
で
の
授
業
が
暑
さ
の
た
め
困
難
な

こ
と
か
ら
、
エ
ア
コ
ン
が
設
置
し
て
あ
る

１
階
の
教
室
を
交
代
で
使
用
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。「
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
す
る
」
で
は
考
え
が
甘
い
の
で
は

な
い
か
。
再
度
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ

い
て
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
に
早

急
に
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

 

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
あ
げ
た
い
の

は
や
ま
や
ま
だ
が
、
莫
大
な
予
算
が
必
要

と
な
る
。
国
が
設
置
に
向
け
て
の
概
算
要

求
を
例
年
の
３
倍
程
度
要
求
し
て
い
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
使
い
や
す

い
補
助
制
度
を
要
望
し
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
な
制
度
設
計
に
し
て
い
く
べ
き
か
、
早

急
に
検
討
す
る
。

答

本間　善和 議員

稲葉久美子 議員

外は猛暑。全部の保育園にエアコン設置を

エアコン設置を望む市内の学校
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厚
生
連
村
上
総
合
病
院
の

移
転
新
築
に
伴
い
、
原
信
入
口

に
あ
る
交
差
点
へ
現
在
建
設
中

の
幹
線
道
路
が
つ
な
が
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
交
差
点

は
今
ま
で
も
事
故
等
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。

　

病
院
開
院
後
は
歩
行
者
や
車

の
往
来
が
多
く
な
る
と
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
の

増
加
が
心
配
さ
れ
る
。

　

交
差
点
の
交
通
安
全
対
策
を

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
考
え
を

伺
う
。

 

村
上
総
合
病
院
移
転
新
築

周
辺
道
路
整
備
事
業
に
お
い
て

整
備
を
計
画
し
て
い
る
道
路

は
、
県
の
公
安
委
員
会
と
協
議

し
た
内
容
で
の
設
計
と
な
っ
て

い
る
。

　

原
信
前
の
交
差
点
に
つ
い
て

も
、
交
差
点
協
議
の
整
っ
た
設

計
で
あ
る
が
、
今
後
交
通
量
の

問問答

 

32
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
る
英
語

教
育
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
今
後
重

要
性
が
増
す
英
検
の
補
助
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

 

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
増

員
し
て
授
業
を
行
い
、
キ
ャ
ン
・
ド
ゥ
ー

・
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
市
内
小
学
校
の
英

語
学
習
内
容
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い

く
。
ま
た
、
小
学
校
英
語
教
育
の
具
体
的

な
教
材
や
指
導
法
な
ど
を
学
ぶ
研
修
会
も

実
施
し
て
い
る
。
英
検
５
級
受
験
に
対
す

る
補
助
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
実
績
を

見
て
制
度
設
計
し
た
い
。

 

市
で
は
婚
活
事
業
の
補
助
金
を
出
し

問問答問問

増
加
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
確

保
の
た
め
信
号
機
等
の
交
通
安
全
施
設
に

つ
い
て
、
今
後
も
公
安
委
員
会
へ
の
要
望

を
行
っ
て
い
く
。

 

松
山
バ
イ
パ
ス
と
ト
ン
ネ
ル
先
の
国

道
３
４
５
号
と
の
交
差
点
は
ど
の
よ
う
な

形
に
な
る
の
か
。

 

松
山
バ
イ
パ
ス
は
一
般
県
道
岩
船
港

線
（
松
山
バ
イ
パ
ス
）
と
し
て
、
事
業
主

体
で
あ
る
県
と
本
市
で
地
元
集
落
の
役
員

と
地
権
者
に
説
明
を
行
い
、
今
後
、
詳
細

設
計
・
測
量
に
着
手
す
る
段
階
と
な
っ
て

い
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
先
の
国
道
３
４
５
号
の
交
差

点
は
、
県
が
警
察
と
の
交
差
点
協
議
に
よ

り
、
既
存
の
ト
ン
ネ
ル
先
の
交
差
点
か
ら

安
全
な
距
離
を
と
っ
た
新
た
な
交
差
点
を

設
置
す
る
計
画
で
、
ト
ン
ネ
ル
先
線
の
実

施
に
も
必
要
不
可
欠
な
計
画
で
あ
る
。

問問答

て
い
る
が
、
以
前
は
地
域
の
世
話
好
き
の

人
が
仲
を
取
り
持
ち
結
婚
に
至
る
ケ
ー
ス

も
多
か
っ
た
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
だ
け

で
な
く
、
世
話
好
き
の
方
の
力
も
取
り
入

れ
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
。

 

イ
ベ
ン
ト
企
画
だ
け
で
は
な
か
な
か

効
果
を
発
揮
し
な
い
の
で
、
世
話
を
や
け

る
環
境
づ
く
り
も
必
要
だ
と
思
う
。
婚
活

事
業
を
検
証
し
て
進
め
た
い
。
 

神
納
東
小
学
校
の
校
舎
・
体
育
館
を

有
効
利
用
す
る
た
め
に
、
い
わ
ふ
ね
青
年

会
議
所
か
ら
要
望
の
出
て
い
る
、
子
ど
も

た
ち
が
冬
期
間
や
雨
天
時
で
も
屋
内
で
遊

べ
る
「
遊
び
の
空
間
」
を
作
り
、
障
が
い

児
の
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
も
併
設
し

て
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
位

置
付
け
て
は
ど
う
か
。

 

今
あ
る
施
設
財
産
を
有
効
利
用
し
て

い
く
意
味
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

答問問答

駅西開発の交通安全対策は駅西開発の交通安全対策は

小杉　和也 議員

木村　貞雄 議員

子
育
て
支
援
施
設
の
充
実
を

子
育
て
支
援
施
設
の
充
実
を

子育て支援施設としての有効利用が
検討されている神納東小学校

交通量の増加が予想される交差点付近

平成30年11月15日発行　第53号

（ ）10むらかみ市議会だより



一　

般　

質　

問 

⑺

 

パ
ル
パ
ー
ク
神
林
に
整
備
予
定
の
多

目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
進

捗
状
況
を
伺
う
。

 

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
、
利
用
団
体
と
の
話
し
合
い

を
重
ね
、
神
林
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
人

工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
改
修
す
る
と
と
も
に
、

統
合
後
の
平
林
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
少

年
野
球
用
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
整
備
す

る
方
向
で
一
定
の
合
意
形
成
を
得
て
い
る

が
、
事
業
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

 
数
年
前
に
関
係
団
体
や
多
く
の
市
民

か
ら
署
名
と
と
も
に
要
望
が
あ
る
人
工
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
事
業
化
が
進
ま
な
い
中
で
、

問問答問問

 

地
域
の
子
ど
も
を
地
域
の

皆
で
育
て
る
郷
育
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
皇
太
子
妃
雅
子
様

の
ご
成
婚
記
念
で
あ
る
６
月
９

日
を
「
お
城
山
の
日
」
と
し
て

制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

28
年
11
月
10
日
開
催
の
村

上
地
区
区
長
会
の
研
修
会
で
、

村
上
小
学
校
６
年
生
児
童
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
提

案
さ
れ
た「
村
上
城
建
設
計
画
」

を
村
上
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
第
２
次
村
上
地
域
ま
ち
づ

く
り
計
画
で
具
現
化
さ
せ
、
子

ど
も
た
ち
が
提
案
す
る
「
夢
」

を
実
現
す
る
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

来
年
６
月
８
日
・
９
日
の
実
施

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
６
月
８

日
は
村
上
城
跡
が
国
の
史
跡
の

指
定
を
受
け
た
日
、
翌
９
日
は

皇
太
子
殿
下
ご
夫
妻
の
ご
成
婚

の
日
で
あ
り
、
平
成
か
ら
新
元

問問答

18
歳
の
神
林
地
区
出
身
の
本
間
至
恩
選
手

が
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
で
活
躍
し
て
い

る
。

　

約
17
億
円
を
か
け
て
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

施
設
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
村
上
市
。

一
方
、
今
年
４
月
に
完
成
し
た
屋
外
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
施
設
を
６
２
０
０
万
円
で
完

成
し
た
南
魚
沼
市
。
行
政
の
仕
事
と
し
て

バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

 

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
ど
こ
に
財
政

を
出
動
さ
せ
る
か
、
政
治
的
な
判
断
の
ベ

ー
ス
と
な
る
の
が
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で

あ
る
市
総
合
計
画
。
た
だ
優
先
順
位
が
前

後
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。
要
望
団
体
と
行
政
と
の
施
策
の

中
で
指
摘
ど
お
り
ス
ピ
ー
ド
感
な
ど
か
い

離
が
あ
る
の
も
感
じ
て
い
る
。
年
次
計
画

な
ど
を
明
確
に
示
す
な
ど
情
報
提
供
に
努

め
た
い
。

答

号
と
な
り
、
村
上
市
ゆ
か
り
の
雅
子
さ
ま

が
皇
后
陛
下
に
な
ら
れ
る
年
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
事
業
の
施
行
日
を
決
定
し
た
も
の

と
聞
い
て
い
る
。「
お
城
山
の
日
」
の
制

定
は
市
民
の
一
体
感
を
育
む
方
法
と
し
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

 

村
上
市
独
自
で
来
年
度
に
向
け
た
エ

ア
コ
ン
設
置
の
準
備
、
猛
暑
対
策
を
進
め

る
べ
き
と
思
う
が
。

 

本
年
４
月
１
日
現
在
、
普
通
教
室
で

２
・
６
％
、
特
別
教
室
で
11
・
０
％
、
全

教
室
で
は
７
・
７
％
と
低
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

問問答

行
政
の
仕
事

行
政
の
仕
事  

バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

「お城山の日」として制定を「お城山の日」として制定を

河村　幸雄 議員

長谷川　孝 議員

子どもから大人まで集えるお城山に

南魚沼市の多目的人工芝グラウンド
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スケートパークの建設状況（9月末撮影）

委
員
会
の
審
査
報
告
⑴

※�
委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、
広
報
特
別
委
員

会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
審
査
報
告

◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

◎
鈴
木
い
せ
子 

○
小
杉　

武
仁

　

鈴
木　

好
彦 　

板
垣
千
代
子

　

小
杉　

和
也 　

板
垣　

一
徳

　

本
間　

清
人 　

佐
藤　

重
陽

総
務
文
教
常
任

委
員
会
所
管
分

◆ 

村
上
市
合
併
特
例
措
置
逓
減
対

策
準
備
基
金
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

 

合
併
か
ら
10
年
経
ち
、
交
付

税
合
併
算
定
替
措
置
の
推
移
は
。

 

28
年
か
ら
５
年
間
で
逓
減
し
、

毎
年
２
億
円
ず
つ
減
少
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
今
後
も
逓
減
率
は
変
わ

ら
ず
、
33
年
度
に
は
10
億
円
程
度

の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

 

現
在
の
本
市
に
お
け
る
財
政

調
整
基
金
の
残
高
は
。

 

５
億
４
千
万
円
超
で
す
。

 

28
年
度
以
降
は
基
金
が
目
減

り
す
る
わ
け
で
す
が
、
基
金
の
繰

り
入
れ
に
つ
い
て
は
技
術
的
側
面

問問答問問答問問

適
切
な
財
政
再
建
に
向
け

適
切
な
財
政
再
建
に
向
け

も
あ
る
の
で
す
か
。

 

思
わ
ぬ
豪
雪
や
自
然
災
害
が

多
発
し
て
お
り
、
突
発
的
な
被
害

な
ど
の
対
応
に
は
今
の
制
度
で
財

源
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
基
金

を
組
み
替
え
て
使
わ
な
い
限
り
対

応
で
き
な
い
状
況
で
す
。

 
財
政
調
整
基
金
と
し
て
は
20

答問問億
円
程
度
が
必
要
な
の
で
は
な
い

で
す
か
。

 

現
在
も
20
億
円
か
ら
30
億
円

の
財
政
調
整
基
金
は
必
要
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

◆ 

（
仮
称
）
村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ

ー
ク
建
設
（
建
築
本
体
）
工
事

の
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

 

対
象
と
な
る
契
約
変
更
工
事

の
一
部
が
す
で
に
完
了
し
て
い
る

た
め
、
議
案
そ
の
も
の
が
今
の
状

態
で
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

答問問

に
至
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
、

連
携
を
密
に
す
る
必
要
性
を
鑑
み

な
が
ら
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

【
歳
出
】

・
教
育
費

 

運
動
部
活
動
改
革
プ
ラ
ン
調

査
委
託
料
は
、
国
か
ら
の
方
向
性

が
示
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
か
。

 

文
部
科
学
省
か
ら
の
指
示
で

は
な
く
、
国
の
委
託
を
受
け
て
総

30
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問問答合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の

地
域
連
携
融
合
型
の
プ
ラ
ン
を
検

討
す
る
た
め
の
調
査
を
行
う
も
の

で
す
。

【
歳
入
】

・
国
庫
支
出
金

 

地
方
創
生
推
進
交
付
金
５
９

４
万
円
は
２
分
の
１
補
助
で
地
場

産
業
の
村
上
木
彫
堆
朱
販
路
拡
大

に
よ
る
も
の
で
す
が
、
当
初
と
金

額
の
変
化
は
。

29
年
度 

一
般
会
計
決
算

問問

 

補
正
し
て
い
な
い
の
で
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。

【
歳
出
】

・
教
育
費

 

奨
学
金
貸
付
金
の
返
済
を
滞

納
し
た
場
合
の
対
応
は
。

 

延
滞
す
る
と
２
カ
月
お
き
に

通
知
し
、
長
期
に
な
る
と
連
帯
保

証
人
に
も
通
知
し
、
分
割
納
付
の

返
済
を
求
め
て
い
ま
す
。

・
公
債
費

 

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
半

分
を
返
済
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
他
の
自
治
体
と
比
べ
た

償
還
率
の
状
態
は
。

 

村
上
市
の
規
模
か
ら
す
れ
ば

際
立
っ
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

決
し
て
楽
で
は
な
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。

◆
契
約
の
締
結　

１
件

◆
変
更
契
約
の
締
結　

１
件

◆
市
有
財
産
の
譲
与　

１
件

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

◆
土
地
取
得
特
別
会
計

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

答問問答問問答29
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

29
年
度 

特
別
会
計
決
算

て
議
決
案
件
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
か
ら
上
程
し
ま
し
た
。

 

決
裁
の
段
階
で
誤
っ
た
対
応

を
修
正
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

 
予
測
で
き
な
い
よ
う
な
事
案

が
発
生
し
た
段
階
で
関
係
各
部
署

へ
の
相
談
と
議
会
へ
の
説
明
を
す

る
べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま

す
。

 

大
規
模
な
工
事
と
な
り
専
門

的
な
技
術
職
員
が
不
足
し
、
管
理

体
制
に
も
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
。

 

着
工
以
前
か
ら
人
員
配
置
に

は
配
慮
し
ま
し
た
が
今
回
の
状
況

問問答問問答

 

工
事
の
進
捗
を
図
る
た
め
、

先
行
し
て
い
ま
し
た
。
結
果
と
し

答

平成30年11月15日発行　第53号

（ ）12むらかみ市議会だより



市内にある放課後等デイサービスセンター

委
員
会
の
審
査
報
告
⑵

◎
渡
辺　
　

昌 
○
河
村　

幸
雄

　

尾
形　

修
平 　

大
滝　

国
吉

　

平
山　
　

耕 　

稲
葉
久
美
子

　

木
村　

貞
雄 　

長
谷
川　

孝

市
民
厚
生
常
任

委
員
会
所
管
分

市
民
が
安
心
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

市
民
が
安
心
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

◆ 

村
上
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
等
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

 

新
た
に
創
設
さ
れ
る
「
共
生

型
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」と
は
。

 

65
歳
未
満
の
障
害
者
の
方
が

65
歳
に
な
る
と
介
護
保
険
に
移
行

し
、
別
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設

を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
が
、
障
害
と
高
齢
の
共
生

の
観
点
か
ら
、
環
境
が
変
わ
っ
て

戸
惑
い
や
体
調
が
悪
く
な
る
こ
と

を
避
け
る
た
め
、
以
前
か
ら
利
用

し
て
い
る
施
設
で
引
き
続
き
安
心

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
で
す
。

【
歳
入
】

・
国
庫
支
出
金

問問答30
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

 

本
年
４
月
に
開
所
し
た
、
こ

ど
も
発
達
支
援
所
「
は
る
」
に
つ

い
て
、
通
所
利
用
者
は
何
人
で
す

か
。

 

８
月
１
日
現
在
、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
32
人
、
児
童
発

達
支
援
に
15
人
が
登
録
し
て
い
ま

す
。

【
歳
出
】

・
民
生
費

 

障
害
児
通
所
支
援
サ
ー
ビ
ス

費
に
つ
い
て
、
約
８
千
万
円
は
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
す
か
。

 

障
が
い
児
相
談
事
業
、
児
童

問問答問問答

 

９
７
０
件
で
す
。
以
前
、
区

長
さ
ん
ほ
か
に
お
願
い
し
て
行
っ

た
目
視
に
よ
る
調
査
で
は
、
約
１

５
０
０
件
の
空
き
家
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
取
り
壊
さ
れ
た

り
、
建
て
替
え
ら
れ
た
り
し
た
箇

所
も
多
く
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。

・
衛
生
費

 

歯
科
保
健
事
業
経
費
で
、
無

料
で
受
け
ら
れ
る
成
人
歯
科
検
診

の
受
診
率
が
12
・
32
％
と
の
こ
と

で
す
が
、
歯
科
検
診
の
受
診
率
を

向
上
さ
せ
る
対
策
は
。

答問問

る
こ
と
が
多
く
、
打
ち
合
わ
せ
の

際
に
は
県
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

 

湯
っ
く
り
・
湯
っ
た
り
事
業

の
昨
年
度
の
実
績
は
。

 

29
年
度
の
延
べ
利
用
者
数
９

０
３
５
人
で
、
前
年
度
よ
り
25
人

増
加
し
て
い
ま
す
。

 

湯
っ
く
り
・
湯
っ
た
り
事
業

の
効
果
は
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
身

体
の
健
康
面
だ
け
で
な
く
、
閉
じ

こ
も
り
の
予
防
や
人
と
の
ふ
れ
あ

い
な
ど
医
療
で
は
な
い
部
分
で
の

効
果
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

◆
条
例
改
正　

４
件

◆
指
定
管
理
者
の
指
定　

２
件

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

29
年
度 

特
別
会
計
決
算

問問答問問答30
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

29
年
度 

特
別
会
計
決
算

 

年
代
に
よ
る
受
診
率
に
大
き

な
差
異
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
現

在
、
次
年
度
に
向
け
て
第
２
次
の

歯
科
保
健
計
画
を
策
定
中
で
す
。

 

岩
船
洋
上
風
力
発
電
推
進
事

業
経
費
で
、
以
前
、
洋
上
風
力
発

電
に
つ
い
て
胎
内
市
と
の
情
報
共

有
を
提
案
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

 

今
年
に
入
り
２
回
ほ
ど
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。
本
市
は

事
業
化
に
向
け
て
の
経
験
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
胎
内
市
側
か
ら
今
後

の
事
業
の
進
め
方
な
ど
尋
ね
ら
れ

答問問答

発
達
支
援
事
業
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
３
つ
の
事
業
を
利
用

さ
れ
る
方
が
対
象
で
あ
り
、
自
己

負
担
分
を
除
い
た
利
用
料
を
各
事

業
所
に
支
払
い
ま
す
。

　

支
払
わ
れ
た
利
用
料
は
、
各
事

業
所
の
運
営
費
に
な
り
ま
す
。

【
歳
出
】

・
総
務
費

 

防
犯
対
策
経
費
で
、
市
の
補

助
金
に
よ
り
商
店
街
が
設
置
し
た

装
飾
街
路
灯
は
こ
れ
ま
で
商
店
街

29
年
度 

一
般
会
計
決
算

問問

が
、
街
路
灯
が
防
犯
灯
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
面
も
あ
り
、
商
店

が
減
少
す
る
中
、
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
電
気

料
を
市
で
負
担
す
る
制
度
の
見
直

し
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

 

商
店
街
の
街
路
灯
の
持
つ
防

犯
の
効
果
に
つ
い
て
認
識
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
防
犯
灯
か
否
か
の

定
義
な
ど
も
含
め
て
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

空
き
家
実
態
調
査
業
務
委
託

料
で
、
昨
年
度
、
空
き
家
と
認
識

さ
れ
た
件
数
は
。

答問問 が
電
気
料
を
負
担
し
て
き
ま
し
た

平成30年11月15日発行　第53号
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神林工業団地の市所有地残り2区画

委
員
会
の
審
査
報
告
⑶

◎
川
村　

敏
晴 
○
小
田　

信
人

　

川
崎　

健
二 　

山
田　
　

勉

　

本
間　

善
和 　

竹
内
喜
代
嗣

　

小
林　

重
平 　

大
滝　

久
志

経
済
建
設
常
任

委
員
会
所
管
分

地
元
の
食
材
・
杉
　
各
地
へ
発
信

地
元
の
食
材
・
杉
　
各
地
へ
発
信

市
町
村
で
提
供
す
る
事
業
で
す
。

そ
の
事
業
に
応
募
し
て
該
当
し
ま

し
た
の
で
、
来
年
の
３
月
か
ら
４

月
ま
で
に
、
市
内
で
伐
採
し
た
杉

の
丸
太
材
を
県
内
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定

工
場
へ
搬
入
す
る
予
定
で
す
。
な

お
県
内
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工
場
は
、

村
上
市
２
社
、
長
岡
市
１
社
あ

り
、
納
入
先
は
県
が
お
っ
て
指
定

し
ま
す
。

・
商
工
費

 

朝
日
み
ど
り
の
里
に
あ
る
ま

ほ
ろ
ば
温
泉
の
温
泉
井
戸
の
掘
り

直
し
計
画
は
。

問問

い
と
の
話
も
出
て
き
て
お
り
、
成

果
は
出
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
残
っ
て
い
る
工

業
団
地
は
、
山
北
地
区
府
屋
は
２

千
㎡
あ
り
、
神
林
工
業
団
地
に
は

市
所
有
地
４
千
㎡
が
２
区
画
と
民

間
所
有
５
区
画
が
残
っ
て
い
ま
す
。

・
蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

 

今
後
大
規
模
改
修
が
必
要
と

な
る
と
思
い
ま
す
。
ワ
イ
ヤ
ー
の

張
り
替
え
や
鉄
塔
基
台
な
ど
耐
用

年
数
が
来
る
と
思
い
ま
す
が
、
改

修
費
用
は
ど
の
よ
う
に
見
込
み
ま

す
か
。

 

30
年
度
も
リ
フ
ト
の
整
備
工

事
で
１
２
５
０
万
円
ほ
ど
支
出
し

29
年
度 

特
別
会
計
決
算

問問答

【
歳
出
】

・
農
林
水
産
業
費

 

食
材
商
談
会
の
委
託
利
用
に

つ
い
て
、
規
模
と
実
績
は
。

 

今
定
例
会
で
の
議
決
後
、
10

月
か
ら
実
施
予
定
の
事
業
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し
て
、
食
材

商
談
会
に
は
22
の
生
産
者
が
参
加

し
、
取
引
件
数
73
件
、
約
１
６
０

０
万
円
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
生
産
者
に
周
知
し
数

多
く
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

 

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
木
材
調
達

委
託
料
の
詳
細
は
。

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
使
用
す
る
選

手
村
の
施
設
で
、
木
造
平
屋
建
て

の
約
６
千
㎡
の
建
築
物
に
使
用
す

る
木
材
に
つ
い
て
、
新
潟
県
内
７

30
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問問答問問答

 

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
毎
年
オ

ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

施
工
業
者
の
見
解
で
は
、
お
湯
の

通
る
道
は
ま
だ
確
保
さ
れ
て
い
て
、

新
た
に
掘
る
よ
り
も
、
朝
日
み
ど

り
の
里
の
改
修
期
間
を
利
用
し
て

ス
ケ
ー
ル
を
除
去
す
る
な
ど
、
現

在
、
業
者
と
指
定
管
理
者
と
で
協

議
し
て
い
ま
す
。

・
土
木
費

 

松
喜
和
の
排
水
路
か
さ
上
げ

工
事
は
、
今
後
も
増
加
し
ま
す
か
。

 

今
回
の
か
さ
上
げ
工
事
は
、

降
雨
の
た
び
に
越
水
す
る
１
カ
所

答問問答

 

契
約
は
５
年
区
切
り
で
、
今

年
が
最
終
年
度
に
当
た
り
ま
す
。

現
在
、
新
年
度
の
要
望
を
お
聞
き

し
て
い
る
段
階
で
す
が
、
申
請
に

つ
い
て
は
新
年
度
間
際
に
な
る
予

定
で
す
。

【
歳
出
】

・
商
工
費

 

市
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
誘
致

の
成
果
は
。
ま
た
、
市
内
に
は
ど

の
程
度
の
工
場
団
地
が
残
っ
て
い

ま
す
か
。

 

新
し
い
企
業
が
入
っ
て
き
た

答問問答 に
つ
い
て
当
面
の
対
策
を
行
う
も

の
で
す
。
松
喜
和
地
区
は
開
発
が

進
み
流
出
量
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

将
来
的
な
計
画
は
全
体
の
調
査
を

行
っ
た
上
で
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
歳
入
】

・
県
支
出
金

 

多
目
的
機
能
支
払
交
付
金
に

つ
い
て
、
現
在
１
３
９
団
体
が
加

入
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
見
通

し
は
。

29
年
度 

一
般
会
計
決
算

問問

て
い
ま
す
が
、
蒲
萄
ス
キ
ー
場
を

設
置
し
て
以
来
、
修
繕
を
し
て
い

な
い
機
器
類
が
相
当
あ
り
、
同
程

度
経
費
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

リ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
手
を
加
え

な
が
ら
安
全
な
運
行
を
確
保
し
て

い
き
ま
す
。

・
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

 

耐
用
年
数
の
観
点
か
ら
、
今

後
の
施
設
の
対
応
は
。

 

昭
和
59
年
に
供
用
開
始
し
た

中
浜
処
理
区
が
一
番
古
く
、
耐
震

診
断
中
で
す
。
耐
震
工
事
は
、
昨

年
、
越
沢
処
理
区
を
実
施
し
ま
し

た
。
耐
震
診
断
か
ら
工
事
ま
で
は

約
３
年
か
か
り
ま
す
が
、
今
後
も

古
い
も
の
か
ら
順
次
耐
震
診
断
を

実
施
し
、
更
新
し
て
い
く
予
定
で

す
。
今
後
は
、
高
根
地
区
と
蒲
萄

地
区
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
上
水
道
事
業
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

問問答30
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

29
年
度 

特
別
会
計
等
決
算

平成30年11月15日発行　第53号
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第
３
回
定
例
会 

議
決
結
果
⑴

　平成30年第３回定例会が、９月３日から28日までの26日間の会期で開催され、市長提案40件、
議会側提案の議員発議６件を議決し、閉会しました。

平成30年 第３回定例会 議決結果

議案審議結果議案審議結果
議案番号 事　　件　　名 結 果 表 決

議員発議
第４号

学費と教育条件の公私間格差是正に向
けて、私立高等学校への私学助成の充
実を求める意見書の提出について

原案
可決

全会
一致

議員発議
第５号

学費と教育条件の公私間格差是正に向
けて、私立高等学校への私学助成の充
実を求める意見書の提出について

原案
可決

全会
一致

議員発議
第６号

Ｃ型肝炎感染被害者の救済を求める意
見書の提出について

原案
可決

全会
一致

議員発議
第７号

臓器移植の環境整備を求める意見書の
提出について

原案
可決

全会
一致

議員発議
第８号

公立小・中学校における空調設備設置
の導入促進に関する意見書の提出につ
いて

原案
可決

全会
一致

議員発議
第９号

議第96号（仮称）村上市スケートパー
ク建設（建築本体）工事の工事請負変
更契約の締結に関する附帯決議

原案
可決

賛成
多数

議第92号
専決処分の承認を求めることについて

（専第21号平成30年度村上市一般会計
補正予算（第３号））

原案
承認

賛成
多数

議第93号
損害賠償の額を決定し和解することに
ついて

（市道路面陥没による車両損傷事故）
原案
可決

全会
一致

議第94号 村上市合併特例措置逓減対策準備基金
条例を廃止する条例制定について

原案
可決

賛成
多数

議第95号 村上東中学校調理場厨房機器購入契約
の締結について

原案
可決

賛成
多数

議第96号
（仮称）村上市スケートパーク建設（建
築本体）工事の工事請負変更契約の締
結について

原案
可決

賛成
多数

議第97号 市有財産の譲与について（福田区墓地） 原案
可決

全会
一致

議第98号 村上市保育園条例の一部を改正する条
例制定について

原案
可決

全会
一致

議第99号 村上市学童保育所条例の一部を改正す
る条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第100号
村上市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第101号
村上市指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営等に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第102号
村上市指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営等に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第103号 公の施設に係る指定管理者の指定につ
いて

原案
可決

全会
一致

議第104号 公の施設に係る指定管理者の指定期間
の変更について

原案
可決

全会
一致

議案番号 事　　件　　名 結 果 表 決

議第105号 平成30年度村上市一般会計補正予算
（第４号）

原案
可決

賛成
多数

議第106号 平成30年度村上市情報通信事業特別会
計補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第107号 平成30年度村上市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第108号 平成30年度村上市介護保険特別会計補
正予算（第２号）

原案
可決

全会
一致

議第109号 平成30年度村上市下水道事業特別会計
補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第110号 平成30年度村上市集落排水事業特別会
計補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第111号 平成30年度村上市簡易水道事業特別会
計補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第112号 平成29年度村上市一般会計歳入歳出決
算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第113号 平成29年度村上市土地取得特別会計歳
入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第114号 平成29年度村上市情報通信事業特別会
計歳入歳出決算認定について

原案
認定

全会
一致

議第115号 平成29年度村上市蒲萄スキー場特別会
計歳入歳出決算認定について

原案
認定

全会
一致

議第116号 平成29年度村上市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第117号 平成29年度村上市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第118号 平成29年度村上市介護保険特別会計歳
入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第119号 平成29年度村上市下水道事業特別会計
歳入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第120号 平成29年度村上市集落排水事業特別会
計歳入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第121号 平成29年度村上市簡易水道事業特別会
計歳入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第122号 平成29年度村上市上水道事業会計決算
認定について

原案
認定

賛成
多数

議第123号
村上市常勤の特別職職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例制定につ
いて

原案
可決

賛成
多数

平成30年11月15日発行　第53号
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第
３
回
定
例
会 

議
決
結
果
⑵

意 見 書

以上の意見書が、第３回定例会で可決され、
関係行政庁に送付されました。

附 帯 決 議

この附帯決議が、第3回定例会で可決されました。

陳情の審査結果
件　　　　　名 陳　　　情　　　者 所管委員会 審査結果

臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を
求める陳情書

移植ツーリズムを考える会
　理事　井田　敏美

市 民 厚 生
常任委員会 願意了承

Ｃ型肝炎感染被害者の救済を求める意見書の
提出に関する陳情

命を守るＣ型肝炎新潟の会
　代表　佐藤　つな子

市 民 厚 生
常任委員会 願意了承

「学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、
私立高等学校への私学助成の充実を求める意
見書」の採択に関する陳情

新潟県私学の公費助成をすすめる会
　会長　中村　直美

総 務 文 教
常任委員会 願意了承

国に対し「消費税10％への増税の中止を求め
る意見書」の提出を求める陳情書

消費税廃止新潟県各界連絡会
　代表　渡部　睦夫

総 務 文 教
常任委員会

意 見 の
一致を見
なかった

※陳情は所管常任委員会の協議会で審査され、常任委員全員の了承で、願意了承となります。

※１　議長は地方自治法第116条の規定により表決に参加しません。
※２　欠席したため表決に参加しませんでした。

議案番号

鷲ヶ巣会 新政村上 清流会 市政クラブ 高志会 日本共産党 賛否
結果

◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ※１ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊

賛　
　

成

反　
　

対

板
垣　

一
徳

渡
辺　
　

昌

大
滝　

国
吉

小
田　

信
人

鈴
木
い
せ
子

本
間　

善
和

河
村　

幸
雄

長
谷
川　

孝

本
間　

清
人

山
田　
　

勉

大
滝　

久
志

佐
藤　

重
陽

木
村　

貞
雄

川
崎　

健
二

平
山　
　

耕

三
田　

敏
秋

小
林　

重
平

鈴
木　

好
彦

川
村　

敏
晴

小
杉　

和
也

尾
形　

修
平

小
杉　

武
仁

竹
内
喜
代
嗣

稲
葉
久
美
子

板
垣
千
代
子

議員発議議第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ※2 15 8
議第92号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ※2 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 1
議第94号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ※2 17 6
議第96号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ※2 15 8
議第105号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ※2 19 4
議第112号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ※2 15 8
議第113号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ※2 20 3
議第116号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ※2 21 2
議第117号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ※2 21 2
議第118号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ※2 21 2
議第119号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ※2 21 2
議第120号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ※2 21 2
議第121号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ※2 21 2
議第122号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ※2 21 2
議第123号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ - ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※2 20 3

各議員の賛否各議員の賛否 議案審議結果のうち、賛否が分かれた等の網掛けの議案について、議員の賛否を公表します。
◎：会派の代表者　＊：会派の会計責任者

◉臓器移植の環境整備を求める意見書
◉Ｃ型肝炎感染被害者の救済を求める意見書
◉�学費と教育条件の公私間格差是正に向けて、私
立高等学校への私学助成の充実を求める意見書
◉�公立小・中学校における空調設備設置の導入促
進に関する意見書

◉�議第96号（仮称）村上市スケートパーク建設（建
築本体）工事の工事請負変更契約の締結について
に関する附帯決議
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⑶ 豪雪豪雨等の自然災害等への緊急的な対応への間

髪を入れない財源措置を取れるようにし、将来に
向けて安心安全な行財政運営を求めていくために
は、今回この基金を廃止し、財政調整基金へ組み
直すべき正しいタイミングであると考え賛成しま
す。

　この基金は、合併特例措置が適用されているう
ちから歳出の削減を図り、後年度に充当活用でき
る基金を積み立てることで歳入削減に伴う歳出の
急激な減少の緩和を図ることを目的として24年度
に設置されました。創設当時は148億円を超えた
地方交付税が29年度には137億円まで減少し、さ
らに市税では合併当初より８億円も減少していま
す。設置目的を達した準備金については、財政調
整基金に積み替えて幅広く財源充当すべきです。

賛成討論 平山　　耕 議員

　この基金は、合併に伴う地方交付税算定の特例措置等の逓減に対し、必要な財源を準備して将来に
わたる財政の健全な運営のため、普通地方交付税の逓減が始まる前の24年度に設置されたものです。
設置後、逓減期間に入る28年度までに20億円超の積み立てを行い、その目的を達成したことから財
政調整基金に積みかえ、災害等緊急的な対応をはじめ財源に不足を生じた場合などについて機動的な
充当を可能とすることとして条例を廃止する議案です。
　本議案は次の討論の後、賛成多数により可決されました。

　この工事に関する契約については、30年第１回臨時会で可決となり工事に着手しましたが、工事の
仕様等に一部変更が生じたことから議会の議決が必要となる1000万円を超える1466万3404円を
増額し、工事請負金額を9億890万3404円とする設計変更に伴う変更契約を行う議案です。
　しかしながら、付託された総務文教常任委員会の審査が終了した後に、主な変更内容として挙げら
れた土工事の施工に伴い地中から発生したコンクリートガラおよび岩石の撤去、運搬および処分が、
本変更契約議案の議決前に一部完了していたことから再度総務文教常任委員会を開会し、異例の再審
査となりました。
　本議案は次の討論の後、賛成多数により可決されました。
　なお、この不適切な事案に対し議員発議により附帯決議が提出され、また、定例会閉会後、議長か
ら市長に対し厳重注意の申し渡しがありました。

　この基金は、地方交付税の算定が合併後８年目
からの一本算定に伴い約２億円目減りしていくこ
とに対しての対策として基金にしたものだと思い
ます。条例を廃止して財政調整基金に繰り入れる
ことで投資事業に財力を投入しようと考えている
とすれば、村上市の将来はどうなるのでしょうか。
言葉では子どもは村上市の宝などと言う人がいま
すが、であれば将来の財政や基金は次世代のため
にもしっかりと堅持していくべきです。

　この基金は、地方交付税算定の特例措置等の逓
減に対し、将来にわたる財源の健全運営に充てる
財源準備のため設置され、歳入削減に伴う歳出の
急激な減少の緩和を図るものです。昨今多発する

反対討論反対討論 本間　清人 議員

賛成討論 川村　敏晴 議員

議第96号  （仮称）村上市スケートパーク建設（建築本体）工事の工事請負変更契約の締結について可決

議第94号 村上市合併特例措置逓減対策準備基金条例を廃止する条例制定について可決
平成30年11月15日発行　第53号
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　議会の議決に付さなければならない工事請負契約の変更が生じたにもかかわらず、議会の議決を経
ず既に着工済みという不適切な契約事務処理が発生したことに対し、再発防止に向けた取り組み等に
ついて附帯決議をする議員発議です。

　変更となる内容には、土工事の施工に伴い地中
からコンクリートガラおよび岩石が発生したこと
から、当該ガラ等の撤去、運搬、処分等の費用を
増額するものです。議会の議決前にガラや岩石は
処分され、現物は何もありません。どこに消えた
か不明なものに市民の血税は支払えません。二元
代表制は無視され、村上市議会は軽視され、執行
機関の追認となっています。これで良いのか。正
しいことは正しいという心が大切ではないでしょ
うか。

　予測できなかった地中埋設物を担当課の判断で
撤去・処分してしまい、結果として議会の議決が
必要となる１千万円を超える変更工事となりまし

反対討論反対討論 大滝　久志 議員

賛成討論 本間　善和 議員

議員発議第9号　議第96号（仮称）村上市スケートパーク建設（建築本体）工事の工事請負変更契約の締結についてに関する附帯決議可決

た。不適切な事務処理ではありますが、工事の中
止は、来春のオープンを待ち望んでいる市民に大
変な不便をかけることになります。市長と担当課
には工事の進捗状況等の把握と職員全体のコミュ
ニケーション向上に努め、注意喚起と再発防止に
万全を期すよう強く求めて、賛成とします。

　このたびの議案のように工事現場での設計変更
や予測できない事項などは、まれにあったとして
も不思議ではありません。しかし理事者側の議案
の上程の仕方に異議があります。仮契約日は８月
22日ですが、その日にはガラ自体は岩沢にある処
分場に搬出が終わっています。工事を止めろとい
うのではありません。議会の承認があるまでは搬
出せずに現場内に仮置きする方法もあったのでは
ないでしょうか。違法状態であり賛成できません。

反対討論反対討論 本間　清人 議員

　附帯決議（案）でうたっている４項目は市が事
業遂行する際の単なる注意事項であり、市議会が
市に対し戒める附帯決議とは言えません。このよ
うな附帯決議４項目は、市長がこのたびの事件解
決に向け、謝罪に添えて市議会に提出されるべき
特記事項です。市議会が市長提案してきた違法な
状態にある議案を議決した、そのことに対する言
い訳的な附帯決議４項目では、市民に対するごま
かしであり、実効性のある附帯決議とは考えにく
いです。

反対討論反対討論 佐藤　重陽 議員
　議第96号の議案についての不適切な対応は、非
常に初歩的かつ事務的な間違いであり、二度とあ
ってはならないことです。このため、議会の意思
を附帯決議として示す必要があると思います。附
帯決議の内容は、このたびの工事の事案に対する
内容のみとなっていますので、今回はスケートパ
ークの件だけの指摘にとどめ、市長自ら先頭に立
って再発防止の改善に当たっていただきたいとい
うことを期待し賛成するものです。

賛成討論 本間　善和 議員

議第96号（仮称）村上市スケートパーク建設（建築本体）工事の工事請負変更契議第96号（仮称）村上市スケートパーク建設（建築本体）工事の工事請負変更契
約の締結についてに関する附帯決議〈抜粋〉約の締結についてに関する附帯決議〈抜粋〉
１�　事務の執行に当たっては、庁内各課での連携及び情報共有を綿密にし、事業における進捗
状況の的確な把握や適切な指示ができるよう確認体制の強化に努めること

２　工事の進捗管理において、情報の透明性の確保について検討策を講じ改善すること
３�　工事請負契約における変更契約については、適切な工事管理による確認により、時期を逸
しないようにすること

４�　関係部署との協議を十分に行い、適切な人員配置を含む業務改善に取り組み、実効性ある
仕組みを早急に構築すること

平成30年11月15日発行　第53号
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委　員　会 調　査　日 調　　　　査　　　　事　　　　項

総務文教常任委員会 ８月９日 さんぽく生業の里の現況および山北地区地域おこし協力隊の取り組みにつ
いて

市民厚生常任委員会 ７月24日 障害者支援施設の現状および今後の課題についての現況調査

経済建設常任委員会
７月25日 山北地区の海岸地域の現状把握について

8月20日 道の駅「朝日」拡充基本計画の策定経緯・内容について
渇水による農業への対応について

総
務
文
教
常
任
委
員
会

隊
員
の
活
躍
で
活
性
化

隊
員
の
活
躍
で
活
性
化

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

一
人
一
人
の

一
人
一
人
の

��

安
心
と
笑
顔
を

安
心
と
笑
顔
を

　

障
害
者
支
援
施
設
の
や
ま
や
の

里
と
浦
田
の
里
を
視
察
し
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
老
朽
化
が
進
み
、

さ
ら
に
入
所
者
も
増
え
、
そ
れ
ら

の
状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
皆
さ
ん
は
利
用

者
と
共
に
喜
び
あ
え
る
場
所
を
作

ろ
う
と
、
高
い
サ
ー
ビ
ス
意
識
で

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
接
し
て
い
ま

す
。

　

市
の
支
援
が
重
要
で
あ
り
、
市

と
施
設
の
情
報
共
有
が
利
用
者
へ

の
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
な

が
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状

況
の
調
査
で
、
山
北
地
区
へ
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。
買
い
物
困
難
者

対
策
、
羽
越
し
な
布
の
継
承
、
日

本
国
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
３
人

の
隊
員
か
ら
現
状
に
つ
い
て
伺
い
、

意
見
交
換
を
通
じ
て
課
題
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内

容
は
想
像
を
遥
か
に
超
え
る
膨
大

な
活
動
量
と
な
る
た
め
、
行
政
や

地
域
の
方
々
か
ら
の
支
援
を
更
に

綿
密
に
し
て
い
た
だ
き
、
隊
員
が

活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
事

が
重
要
だ
と
認
識
し
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

朝
日
ま
ほ
ろ
ば
の

朝
日
ま
ほ
ろ
ば
の

��

機
能
充
実
は

機
能
充
実
は

　

今
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
道
の

駅
「
朝
日
」
拡
充
基
本
計
画
。
新

潟
と
東
北
を
結
ぶ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

と
な
る
べ
く
各
種
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
所
管

常
任
委
員
会
と
し
て
同
計
画
の
策

定
経
緯
・
内
容
の
理
解
を
よ
り
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同
検

討
会
会
長
と
委
員
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
調
査
し
ま
し
た
。

　

念
願
の
日
沿
道
建
設
が
本
格
着

工
と
な
っ
た
現
在
、
同
施
設
が
産

業
振
興
や
観
光
な
ど
の
本
市
活
性

化
の
た
め
の
交
流
拠
点
と
な
る
べ

く
、
今
後
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

市議会では、定例会の会
期が終了すると各常任委
員会に分かれ、行政課題
など各所管事項について
調査しています。

市政をチェック   !
閉 会 中 事 務 調 査
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広報特別委員会委員が
　おじゃましました！

11月20日㈫ 請願・陳情の提出期限（正午まで）

12月４日㈫ 定例会初日（本会議）

６日㈭,７日㈮
10日㈪,11日㈫ 一般質問（本会議）

12日㈬ 総務文教常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

13日㈭ 市民厚生常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

14日㈮ 経済建設常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

18日㈫ 一般会計予算・決算審査特別委員会

21日㈮ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

平成30年
第４回定例会のお知らせ（予定）

　新潟県市議会議長会主催による議員研修会が、県内
20市の市議会議員等約370人が一堂に会し、長岡市の
アオーレ長岡を会場として開催されました。これは、
議員のなり手不足や議会からの政策提言の在り方など
議会をめぐる課題解決や議員の資質向上を目的として
初めて開催されたもので、今後は4年に1回開催される
予定です。
　当日は、早稲田大学名誉教授 北川正恭氏から「地方
議会が地方を変える　地方から日本を変える」と題し
てご講演いただきました。

県内20市 議員研修会に参加
H30.8.28

文化財の漆塗りを支えて

遠
とお

 山
やま

　友
とも

 巌
みち

さん（猿沢）

　昔から朝日地区で盛んに行われてきた漆
うるしか

掻きです
が、現在では新潟県内での漆掻き職人は私一人と思
われます。
　中国産輸入漆に押されて国内生産が激減し、後継
者も途絶えかけた国産漆産業ですが、近年の猿

えん

害
がい

に
よる耕作放棄地を漆畑に活用して漆木を植栽し、育
成から樹液の採取までを一人でこなしています。
　漆木の生育地や植栽地が猿沢地区に集中している
ことから、育成管理の効率上、住居をそれまでの村
上市街地から猿沢集落に移し、猿沢区の一員として
活動し２年になります。
　生まれは、現在の新潟市中央区ですが、早く独り
立ちしたいとの思いから村上木彫堆朱の塗

ぬ

師
し

屋
や

職人
となり、10年ぐらい堆朱の生産に携わりました。
　18年に、岩手県二戸市が行っている伝承者養成を

目的とした、漆掻き技術の研修に応募し、翌19年の
６月から同市浄

じょうぼうじまち

法寺町に拠点を置く日本うるし掻き
技術保存会の研修を６カ月間受講し、漆掻きと漆精
製の技術を学びました。
　現在、猿沢地区を中心に450本の漆木を育成し、
下草刈りや施肥、土壌改良などの作業に追われてい
ますが、時期になると漆を採取できる木々をめぐり
漆掻きも加わります。
　29年度からは村上市漆栽培事業補助金の交付を受
け、漆の原木や苗木、肥料や土壌改良材の購入など
の面で大いに助かっています。
　今後も漆の植栽を行い、10年サイクルで漆掻きが
できるような環境を作り上げ、漆塗り伝統の手助け
になればと思っています。
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